
 

 

国際協力機構（ＪＩＣＡ）里山研修グループの知事表敬について 
 

 

１ 日 時  平成２９年 １０月 ２４日（火）１１時３０分 ～ １２時００分 

２ 場 所  知事室 

３ 表敬者  【研修生】  

途上国の中央及び地方自治体の行政官 １１名 

 アルゼンチン、エチオピア、ホンジュラス、インド（２名）、 

マラウイ、ネパール、ソロモン（２名）、東ティモール（２名） 

【同行者】 

独立行政法人国際協力機構（JICA）北陸 支部長 仁田 知樹 

業務課 主任調査役 齋藤 徹 ほか 

 

（参考） 

国際協力機構（ＪＩＣＡ）里山研修概要 

（１）目 的 

ＪＩＣＡが、途上国の自然環境保全と地域振興の両立に関わる中央・地方

政府の行政官や関連機関職員を対象に、世界農業遺産「能登の里山里海」を

はじめとする里山里海の利用・保全の取組や、白山国立公園での協働管理の

取組が進められている石川県を中心に研修を実施し、県内各地での講義や県

関連施設・大学・民間団体の取組の視察等を通じて、生物多様性保全と持続

可能な利用の実践事例を習得し、自国における環境保全や地域振興の取組に

活用してもらう。 

主な講義内容：石川県の里山里海施策、棚田保全とため池管理、          

伝統的農法(炭焼き、塩づくり)、里山の活性化策 など 

主な視察先 ：春蘭の里、奥能登塩田村、金沢大学能登学舎、            

いしかわ動物園、白山国立公園 など 

（２）日 程 

平成２９年１０月３日（火）～平成２９年１１月２日（木） 

うち石川県滞在  １０月１０日（火）～１１月１日（水） 

平成 2 9 年 1 0 月 2 3 日 

生活環境部温暖化・里山対策室 

担当：米田、平野 

外線：076-225-1469 

内線：4274 


